
◆平成27年度事業報告◆

〔第一号議案〕

－平成27年度事業経過について一

平成27年度一般社団法人宮城県臨床検査技師会事業報告をいたします。会員の皆様のご審議を宜し

くお願いいたします。

学術関係では、学術部と精度管理部門が連携し、第47回みやぎ医学検査学会、各種研修会や精度管

理調査を実施した。日臨技主催北日本支部血液部門並びに生物化学分析部門研修会では当技師会が実務

担当県として企画運営を行った。また、日臨技の臨床検査データの標準化や精度保証施設認証制度にも

対応し、宮城県臨床検査技師会誌や「ニュースみやぎ」の刊行などを行った。

公益事業は、日臨技主催事業である第2回「検査と健康展jを戦災復興記念館(仙台市)で開催した。

また、宮臨技として6月と12月には世界エイズデーにちなんだ6保健所におけるHIV迅速検査会(石

巻と気仙沼は毎月)への協力の他、新たに参画した他団体支援事業主催のイベントもあり、事業のさら

なる充実性向上をはかった。

5年目となる震災関連事業として、ホームページにおける安否確認システムの運用開始、昨年に引き

続き岩手県臨床検査技師会と共催で合同研修会の開催、被災地DVT検診に対する支援計画などを行っ

た。会員、賛助会員、関連の官庁や団体のご理解およびご協力に感謝いたします。

【総務部】

1．総務・法規・組織

1）会務の執行体制は、7部PI1(学術部、精度管理部、広報部、総務部、会計部、公益事業推進部、事

務局）で行なった。

2）移行法人（公益目的支出計画実施中の一般社団法人）として、公益目的支出計画実施報告書などの

定期提出書類の作成を行なった。

3）規程の見直しをおこない、表彰規程および関連部分の改定を行った。

2．各種表彰

1）青木賞

第47回みやぎ医学検査学会にて発表された一般演題からの選考をおこない､高城拓也会員(JCHO

仙台南病院）を推薦した。

【事務局】

1．事務局運営について

1)第47回みやぎ医学検査学会を開催した。会員のご尽力のお陰で、大盛況のもと、幕を下ろすこと

が出来た。

2）ホームベージ更新については各部門と連携を図り、常に迅速な更新、最新の情報を提供できるよ

う努めている。災害安否確認システムについても引き続き会員の登録を募集し、災害時の連絡以

外にも定期的な連絡ツールとしての活用を検討している。

2．平成27年度の各種開催会議

l)平成27年度定時総会平成27年5月24日（日）東北大学医学部保健学科
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2）即事会6M

3）その他三役会議1回

3．生涯教育研修事業（資料1，2）

学術部開催や各種研修会に多くの会員が参加し、スキルアップが図られていることが伺われた。宮

城県臨床検査技師会としての登録対象は86件であり、前年度登録の81件から増加した。その中で生

理分野からは9行事、延べ318名と多くの会員が参加畳録していた。しかし、免疫血清、公衆衛生、

情報システム、チーム医療の行事登録がなく今後の課題となった。一一方、遺伝子染色体分野では昨年

皮は叢録なかったが、今年度は2行事登録されており、時代を反映しているように感じられた。延べ

登録者はl318名と昨年度1243糸から増加しているが、会員数から比較するとまだまだ少ない状況に

あるので、会員にはより多くの機会の利用を望みたい。

【公益事業部】（資料3，4）

1．日臨技主催、宮腰技実施事業

検査と健康展

会員協力のもと、仙台市戦災復興記念館にて開催された。あいにくの雨模様にも関わらず150名

以上のお客様が来場され、盛会に終了した｡また、会員同士の意見、技術の交流を計ることもで

き、有意義な会となった。

2．関連団体支援事業

l)IIIV支援事業として参画している年2回、県内7保健所と塩釜保健所管内の岩沼支所そして青葉区

保健福祉センターでのlll.V迅速検査会への協力を行った。また、月1回実施の石巻保健所、気仙沼

保健所でのIIIV迅速検査会への協ﾉﾉも行った。

2）全国規模で実施されているピンクリボン運劇jに引き続き協力した。仙台市勾当台公園をスター|､＆ゴ

ールとして行われるスマイルウオークでは「乳がんエコーを見てみよう」コーナーを企画、実施した。

3）自治体や関連団体主催の健康イベントにも積極的に参加した。

大崎市健康と福祉のつどい、栄養士会の栄養まつり、臼石市健康福祉まつり、などでは、頚部エコ

ー検査、指尖容積脈波、CAVIによる血管年齢、呼吸機能検査による肺年齢の推定を行った。

4）宮城県内数か所で実施される「国民栄養調査」における血液検体の取り扱いに関しては、今年度は

気仙沼市、角田市からの依頼があり、採血業務等を担当した。

【学術部】（公益目的支出計画事業）

1．第47回みやぎ医学検査学会

第47回みやぎ医学検査学会は､大崎市民病院の大柳政・--会員を学会長とし､平成27年6月13日(士)、

大崎生涯学習センター（パレットおおさき）を会場に開催した。テーマを「これからの臨床検査技師

に求められるもの」とし、一般演題29題、ランチョンセミナー2題、シンポジウム1題、特別講

演1題がおこなわれた。参加者数は209名で、内訳は会員142名、非会員3名、賛助会員56名、

非賛助会員2名、学生6名であった。開催場所が県北であったのにもかかわらず、多くの参加者

に恵まれ、盛況のうちに無事終了した。
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2．日臨技主催北日本支部研修会

日臨技主催北日本支部血液部門研修会肱びに生物化学分析部門研修会は、当技師会が実務担当県と
なり、企画運営を行った”血液部門研修会は、東北大学病院菅原新再会員を責任者として、平成
27年9月12日、13日に「血液検査の体幹を鍛えるjと題し東北大学医学部臨床大講堂を会場に開催
され、参加会員l25名であった。生物化学分析部門研修会は、東北大学病院舛甚満会員を責任
者として、平成28年1月30R、3[日「臨床化学の目指す未来を考える」と題し東北大学病院臨床大
講堂を会場に開催され、会員59名の参加があった。

3．研修会・講習会等（資料5，6）

宮城県臨床検査技師会学術部は、会員の知識向上と検査技術のレベルアップをl|的に研修会の企
画・運営を行ってきた。開催数は主催20件、共催9件であった。主催研修会への総参加者数はのべ820
才,。内訳は会員90．7％、非会員6.2%(51伽、学生0.5%(4名)、賛助会員2.6%(21名）であった。
開催場所は111台市が18件､大崎市1件､大河原町1件と仙台市内の開催が多かった｡分野別にみると、
生理部門4件、生物化学部門1件、病哩部門1件、細胞部門｜件、血液部Ptl2件、輸血部門2件、－．
般部門2件、微生物部門1件、遺伝子部門2件、総合部門4件で、生涯教育点数別には専門課程が14
件、基礎課程が6件であった。研修会の内容別にみると、ほとんどが講演形式だったが、実習形式も
行われていた。また宮臨技精度管理調査結果を反映し、更なるアドバイスと補習を兼ねた研修会も行
←必÷‐ィ山四ｨ大し"､仕催ﾊIF鰺今世､例俸同様宝施した‘，その中で震災関連事業のひとつである浩臨技とわれた，他団体との共催研修会も例年同様実施した。

の共催研修会は、4回をもって終了することになった．

1．

【精度管理部】（公益目的支出計画事業）

'．精度管理事業

平成27年度実施業務の内容

以下の通り平成27年度の精度管理調査を実施した。

○実施日程

（1）申込み締め切り日平成27年7月14日（火)Webでのみ受付
（2）試料発送日平成27年10月12R(月）発送日翌日到着
（3）回答締め切り日平成27年10月25日（日)24時までWebでのみ受付
（4）解析結果閲覧開始日平成27年11月29日（日）
（5）全体報告書発行平成28年2月~卜旬、参加施設へ送付済
（6）精度管理報告会平成28年3月12日(zt)14時～17時

○調査項目

臨床化学:AST,ALT,LD,ALRYGTP,CK,Na,K,Cl,Glu,TG,HDL-C,LDL･C,TC,CRE,UN,UA,
AMY;ChE,Ca,ALB,TP,TBIL,IRFe,CRP,HbAlcの27項目
血液:CBC(WBC,RBC,HGB,HCTIPI/I,,MCVMCH,MCHCの8項I］）

および画像サーベイ

一般：静止画像サーベイ（尿沈澄等）

微生物：感染症原因菌の同定、感受性試験、画像サーベイ
輪血:ABO式、RhD式血液型検査
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生理：静止・動画曲i像サーベイ（心電図、心臓超音波、腹部超音波）

病理：未染色標本による染色サーベイ

細胞診：静止画像サーベイ

○参加施設

臨床化学118、血液120，尿-一般99、微生物36、輸血74、生理89、

病理24、細胞診24、回収施設総数134．詳細は報告書を参照下さい。

2．データ標準化

臨床検査値は健康状態の把握や疾病の診断・治療に関する客観的指標であり、重要な医療情報であ

る．医療現場での患者はもとより医師をはじめとする医療従事者は､検査室から報告される検査値は、

常に正確で、しかも他の施設の検査値とも同等に比較できるものと考えられている。測定法の標準化、

正確性の確認を目的として、国内的にコンセンサスがとれた常用参照標準物質や実用標準物質などの

整備がすすめられてきた。日臨技は他団体と共同で「信頼される検査室」の指標として、「精度保証

認証施設」の認証をおこなっており、精度管理調査と標準化事業の両事業への2年以上の継続参加が

必須条件となっている。

是非、以.'三の主旨をご理解いただき宮臨技の標準化事業にご協力をお願いしたい。

内部精度管理データの報告（登録）は、日臨技Webに各施設が登録する方法に変更されているが、

宮城県のデータ登録数は減少している。人力締め切が12月31日であることから、内部精度管理デー

タ入力の先延ばしによる人ﾉ』し忘れが原因の一端と考えられるが、手引書にも掲載してあるように宮

臨技精度管理設問の回答前に終えてもらいたい。

3．精度保証施設認証

平成23年度から宮臨技精度管理調査の項目数は､精度保証施設認証制度の基準を満たしたので、「－－

般施設認証」を行うことが可能となった。

昨年からは申請書類を直接日臨技に送るようになった。日臨技サーベイの「通」書はJAMT"システ

ムからダウンロード可能である。NTT東日本東北病院、公益社団法人宮城県塩釜医師会臨床検査センタ

ー、国立大学法人東北大学病院、独立行政法人労働者健康福祉機構東北労災病院、大崎市民病院、仙

台市立病院、独立行政法人国立病院機構仙台医療センター、石巻赤十字病院、地方独立行政法人宮城

県立病院機構宮城県立がんセンター、仙台オープン病院、栗原市立栗原中央病院等、宮城県の認証施

設は1l施設となった。

○平成27年度審査｢1程は次のとおりだった。

[I臨技申請受付期間平成27年10月1日（木）～11月30日（月）

精度保証認証委員会審査期間平成27年12月旧（火）～12月27日（日）

執行理事・理事会審離、承認平成28年1月~ド旬～

承認通知、認証料請求書発送平成28年2月上旬～2月中旬

認証書発送平成28年3月下旬予定

【広報部】

1．会誌発行事業

従来通り前後期総会、理事会報告、研修会報告、公益事業報告等技師会活動等の情報提供を目的と

し「ニュースみやぎ」No.90の発行を行なった‘，
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「宮城県臨床検査技師会誌｣は投稿論文､技師会活動報告を掲載したVbl.3No.lを5月に発行した。
2．ホームページ維持・更新

更新作業を制作業者に委託し、更新指示は各部門で分担制にすることで迅速な情報提供に努めた。

【会計部】

1．会員管理

平成28年3月末日現在の会員数は1027名、賛助会員は38社であった．

3月25日にH28年度会費969名分が日臨技より送金された。

2．会計処理

公益法人会計基準に則して処理を行った。 主な会計方針については【財務諸表に対する注記】

参照していただきたい。
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分野 行事登録数 合計（人）

微生物 5 105

免疫血清 0 0

血液 3 86

臨床化学 1 31

病理 I 30

細胞 1 20

生理 9 318

一般 2 71

公衆衛生 0 0

輸血 2 50

情報システム 0 0

遺伝子、染色体 2 63

管理運営 3 93

教育 2 116

チーム医療 0 0

学会 I 141

総会 1 37

公開調演 0 0

公益事業 51 101

その他 2 56

計 86 1318

行事名 開催日･開催期間 登録者数

1 平成27年度HIV迅速検査 2015年4月14日～2016年3月23日 28

2 ピンクリボン運動関連事業 2015年7月19日～2015年10月31日 6

3 平成27年度｢HIV検査普及週間｣関連事業 2015年6月2日～2015年12月5日 8

4 平成27年度大崎市健康と福祉のつどい 2015年10月17日 17

5 平成27年度｢まつりだ秋保」 2015年11月1日 2

6 第7回白石市健康福祉まつり 2015年11月1日 3

7 第12回いい日いい汗栄養まつり 2015年11月8R 6

8 平成27年度国民健康.栄養調査 2015年11月12日･2015年11月17日 2

9 第2回検査と健康展 2015年11月23日 30

10 平成27年度世界エイズデー関連事業 2015年11月28日～12月8日 6
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資料3．公益事業活動

開催日／
行事名 開催場所

開催期間

ピンクリボンフェスティバル

街頭キャンペーン 2015/7/19 仙台市

街頭キャンペーン 2015/8/19 仙台市

オープニングセレモニー 2015/9/27 仙台市

スマイルウオーク 2015/10/31 仙台市

大崎市健康と福祉のつどい 2015/10/18 古川保健福祉プラザ

平成27年度『まつりだ秋保
2015/11/1 仙台市秋保総合支所前広場

2015」

第7回白石市健康福祉まつり 2015/11/1 白石市ホワイl､キューブ

第12回｢いい日いい汗栄養まつ
2015/11/8 宮城県栄養士会事務所

り」

全国「検査と健康展I 2015/11/23 戦災復興記念館

－．R－

参加者数

1

1

2

3

18

3

3

5

30

協力施設

東北大学病院

東北大学病院

東北薬科大病院

坂総合クリニック

仙台厚生病院

JCIM)仙台病院

東北大学病院

大崎市民病院

石巻赤十字病院

JCHO仙台病院

仙台赤十字病院

公立刈田総合病院

東北大学病院

仙台市立病院

仙台赤十字病院

JCHO仙台病院

東北大学病院

東北大学病院

JCHO仙台病院

大崎市民病院

公立刈田総合病院

イムス仙台クリニック

仙台市立病院

仙台厚生病院

仙台赤十字病院

宏人会中央クリニック

坂総合クリニック

塩釜医師会臨床検査センター

石巻赤十字病院



開催日／
行事名 開催場所 参加者数 協力施設

開催期間

HIV青葉区役所迅速検査会 2015/6/6 青葉区保健福祉センター 1 JCHO仙台病院

‐

2015/6/2 仙南保健所 1 仙台赤十字病院

2015/6/4 獄米保健所 1 JCHO仙台病院

2015/6/4 気仙沼保健所 1 東北大学病院

HIV検査普及週間
2015/6/6 塩釜保健所岩沼支所 1 仙台厚生病院

2015/6ﾉ7 塩釜保健所黒川支所 1 仙台市立病院

2015/6/8 大崎保健所 1 大崎市民病院

｢世界エイズデーみやぎ・せん
2015/11/29 .IR仙台駅アエル 1 坂総合クリニック

だい2015」

2015/11/28 塩釜保健所黒川支所 1 塩釜医師会臨床検査センター

2015/12/1 栗原保健所 1 栗原市立栗原中央病I暁

2015/12/1 石巻保健所 1 真壁病院

平成27年度「世界エイズデー」 2015/12/3 登米保健所
1 石巻赤十字病院

におけるHIV検査 2015/12/6 塩釜保健所岩沼支所 1 宏人会中央クリニック

2015/12/7 大崎保健所 1 大崎市民病院

2015/12/8 仙南保健所 1 公立刈田総合病院

2015/12/9 気仙沼保健所 1 気仙沼市立病|暁

石巻保健所HIV迅速検査（月2

回）

2015/4

～2016/3

石巻保健所 各1名

真壁病院

東北大学病院

気仙沼保健所迅速検査（月1回）
2015/4

～2016/3

気仙沼保健所 各1名
気仙沼市立病院

東北大学病院

2015/04/04 竺可同威込痒診断フナーラム

2015/05/23 宣餓韓床血》応セミナー

2015/07/25 篭7頂l頸罰1脈研究令

2015/08/08 宮城紹普瀦但藥部

2015/10/17 鐘ブ，同宙ド陣内威泌対策研究会

2015/11/01 軍41司崇龍持．責臨祐合同研修会

2015/12/12 "1n同軸窪脈管エョー蛉杳セミナー

2016/01/09 童i歳詔音荊もｲ旦套割く

2016/01/23 笙1く同吉井威迩輔昔研葬今

－9－



資料6．学術部主催研修会

開催日

2()15/()4/19

2013/04/26

2015/()5/09

2015/05/23

2015/05/24

2013/05/30

2015/06/20

2()15/07/20

2015/08/01

Z()15/08/()I

2015/08/29

2015/10/03

2015/10/10

2013/11/08

2015/i1/23

2016/01/09

2016/01/09

2016/01/30

2()16/02/13

2016/03/05

一

等 具県ロ床帥主

研修会名

平成27年度第1回輸血部門研修会

平成26年度病理組織検査精度管理フオローア

ツプ研修会

ライブ＆レクチャーで学ぶ脳神経検査と診療

平成26年度病理組織検査精度管理ブオローア

ツプ研修会

臨床検査総合部門研修会

平成27年度第1回生物化学分析部門研修会

凝固検査スキルアッブのエッセンス

染色体・遺伝子検査を基本から学ぼう

輸血部門実技研修会

精度管理の悩み一刀両断

平成27年度「検査説明・相談ができる臨床検

査技師育成講習会」

ライブ＆レクチャーで学ぶ呼吸機能検査と治

療

一般検査の基礎を学ぶ

平成27年度第1回微生物部門研修会

腹部超音波研修会肝腫鳩編

遺伝子検査院内導入化における最近の動向

診療報酬改定と日本臨床検査技師会

一般検査部門精度管理フオローアツプ研修会

形態観察力を磨く

ライブハンズオンで学ぶ神経生理検査

開催場所

TKPカンファレンスセンター

東北大学病院病理部

東北大学病院歯科セミナー室

宮城県立こども病院愛子ホール

東北大学医学部保健学科大講義室

東北大学病院臨床ﾉl､講堂

東北大学医学部保健学科大講義室

エルソーラ仙台

仙台医療センター検査科カンフア

ランス室

情報産業ブ．ラザ

東北大学保健学科大講義室

東北大学医学部1号館第2講義案

大崎市民病院会議室

東北大学医学部保健学科大溝義室

みやぎ県南中核病院講堂

TKP仙台カンファレンスセンター

TKP仙台カンファレンスセン･ター

東北大学医学部第1鱗義室

東北大学医学部保健学科大講義室

東北大学医学部1号館第2溝義室

－1ハー
1

分野

輸血

(基礎）

細胞

生理

病理

総合

(基礎）

生物化‘学

血液

遺伝子

(基礎）

輸血

総合

(基礎）

総合

(基礎）

生理

一般

微生物

生理

遺伝子

総合

(基礎）

一般

I1m液

生理

参加者数

43

21

64

30

32

35

32

41

13

44

26

83

43

42

78

43

36

41

23

50



〔第二号議案〕
正味財産増減計算書(総括表）

平成27年4月1日から平成28年3月31日まで 鱸位(|':}）

-11-

勘定科目 I 本年度決算 前年度決算
８
ｅ
８
５
ｅ 増 減

I.一般正味財産増減の部
1．経常増減の部
(1)経常収益
受取会費
正会員入会金収入
正会員会費収入

賛助会員会費収入
事業収益
研修会事業収入

学会事業収入
広告収入

受取補助金等
精度管理助成金収入
教育研修事業助成金収入
公益事業助成金収入
雑収入

受取利息収入
雑収入
寄付金収入

寄付金収入

経常収益計
(2)経常費用
事業費･管理費
会議費

旅費交通費
通信運搬費

筆耕印刷費

Ｉ
■
ｅ
●
６
０
６
６
Ｂ
６
ｇ
ｂ
３
ｅ
ｅ
ｅ
争
凸
●
●
①
申
●
ｇ
Ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｇ
●
毎
毎
●
言
●
①
６
６
己
ら
ｅ
①

5，

５
１
１

，
３
刃

ｊ
ｊ
７
９
９
７
１
Ｊ
３
７
１
Ｊ
７
７
１

５
６
０
９
８
５
３
０
７
０
１
５
２
７
－
ロ

３
３
０
９
６
０
３
３
９
４
３
２
０
９

９
２
６
２
６
３
３
３
２
６
５
１

319,

。
。
。
。
。
。
。
。
。
●
ｏ
ｒ
。
●
ゆ
り
申
ｃ
ｃ
ｂ
Ｃ
Ｃ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
苫
毎
毎
毎
２
毎
毎
苫
争
■
毎
●
。
●
８
■
凸
け
９
３
５
８
１
Ⅱ
８
●
■
８
？
０
０
９
毎
・
・
。
。
。
。
。
。
・
・
・
凸
。
。
。
。
。
。
・
・
Ｄ
Ｃ
争
申
Ｇ
凸
８
．
．
．
ｇ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
。
毎
毎
や
①

２
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５

５
０
０
５
０
０
０
０
５
０
０
５
９
３
６
０

８
５
０
、
３
０
０
０
０
１
０
５
６
３
０
３
８

319,805

9,023,197〈

5,670,500

25,500

4,945,0()0

700，000

1,572,500
746，500

276，000

550，000

1,935,600:

330,00α

1,081,000:
524,60a

8，238：

8,238i

265，352

11,000

255，000

△648

０
０
０
０
５
５
３
７

４
１
０
４
３
１
△
△

57，000

０
０
０
５
０
４
，
，

０
８
２
３
２
５
△
△

△90，000

△449,500

1,050

94，152

△1，208

95，360

319,805

319，805
FCCCOCCCCOO●｡e●●●●●今一

9,186,838：△163，641
－．－…...一.｡……………'….…｡．言..‘~.…..….…..~…..~.~..……………････・・・…・・・…

8,314,1538,924,522：
249,957295,994；
793,320：1,012,2121
1,433,957:1,352,6711

1,085,256; 1,472,4141

諸 謝金557

賃借料1
雑費

ソ

｡
､〃44

2

給 料手当1,223
法定福利費11
福利厚生費

光水熱費 65

ｊ
ｙ
１
７
，
，

()04．

918：

866：

837：

409§

199；

消 耗品費68,69
消耗什器備品173,560：
ﾘｰｽ料840,460；
保険料

材料費 435,71住

交際費28,000：
諸会費･負担金

減価償却費
経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経常外収益
(2)経常外費用
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ、指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高

8()5

1,329

２
７
４

７
１

矛
，

７
Ｊ
夕
，
３
７
７
Ｊ
フ
ァ
７

７
３
２
５
１
０
１
５
２
２
４

２
１
１
７
９
２
３
１
４
２

６
６
０
６
６
ヶ
。
ｏ
Ｇ
６
Ｄ
ｏ
中
●
申
・
色
■
８
①
９
６
６
０
。
△
Ｉ
６
６
０
６
６
０
０
０
Ｉ
Ｄ
ｏ
６
６
０
Ｄ
８
ワ
、
。
。
。
。
・
・
・
・
ｔ
ｏ
ｂ
・
ｆ
ｏ
ｒ
？
。
’
６
１
０
．
０
３
ぎ
ぎ
仔
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毎
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●
ｅ
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８
ｇ
の
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＆
。
。
。
●
凸
の
。
。
◇
の
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●
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今
の
。
。
◇
．
●
。
。
◇
◇
の
０
．
６
６
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６
△
１
６
心
ロ
・
毎
争
・

５
５
３
４
４
８
３
６
８
０
９
２
０

０
３
１
３
７
６
６
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８
０
７
７
０

４
０
８
９
０
３
０
３
０
０
６
９
４

△610，369
△46

△218

81

△387

△248

15

2

△3

△2

△12

△10

△22

153

109

△15

△6

5
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，
夕
，
？
，
夕
ｊ
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ブ
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３

037

892

286

158
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883

866

976
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074
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164
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000
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028

０
４
幅
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一
一
８
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準

－
１
吋
４
－
４

△
ぶ
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４
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４
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白
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毎

凸
艸
令
榊
ｒ
毎
毎

．
今
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４
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９
Ｆ
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。
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岬
２
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２
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“
６

⑩
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》
２
－
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勺
〃
。
０

８
》
・
・

毎
令
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ｅ
６
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今
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・
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言
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釦
一
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《

》
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一
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（
ハ
皿
唖
〉
叩

。
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岬
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－
７
。
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一

一
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》
・
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一

■
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０
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０
①
Ｇ
ｅ
ｅ
令
伊
十
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口
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C

C

C

－
８
－
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》
４
》

一
浬
鼬
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一
，
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《
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、
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｛

－
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－
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一
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指 定正味財産期末残高，
Ⅲ、基金増減の部
当期基金増減額
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正味財産増減計算書(内訳表）

4，646，98

A2.837.48

’
－12－

勘定科目 (公益)本年度 (公益)前年度 増減 (法人)本年度§（法人)前年度 増減

Le 一般正味財産増減の部
1．経常増減の部

(1)経常収益

受取会費

正会員入会金収入

正会員会費収入

．

1

1

1
6

争
。
傍
●
ｋ

1
4

I

賛 助会員会費収入’
事業収益

。

｣

938,000： 1,022,500484,500

研修会事業収入605,000i

学会事業収入333,000弓

広告収人

受取補助金等

1
1
1

J

1

871,5001

746,500;4141,500

276,000i57,000

1,411,000i

精度管理助成金収入240,000330,000:
教育研修事業助成金収入i631,500:1,081,000
公益事業助成金収入

雑収入

受取利息収入

雑収入

寄付金収入

寄付金収入

経常収益計

(2)経常鵜用

j

h

1
1

I

B

i

と

$

△539,500

△90，000

4449,500

○

8

………鯛0妬061…言…2,433,500；△624,00〔
院･-･-．…・…・”…･･･一･･･…・・t･･･－－．．，“…ゞ ….･･--.･･･…・”!．”．.".｡...……･-．･･･，”・“，，．…‐

D

I
D

辨 業費･管理費：‘
会議費

旅費交通費 ；

1,646,983；
107,357;

470，580．

通信運搬費834,752：

筆耕印刷費377,6751

諸謝金476,004§

賃借料

雑費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

光水熱費
消耗品費

797，424：

2,7581
ｬ

4,552,839 94,144

89，556

539,220

781,264

307,658：
§

683，338

715,326

611,9191589,084；
＄

ﾙ

D

I

I

5,704；
I
1

●
伊
令
伊
伊
ｇ
③
酢
９
③
０
６
５
■
白
印

17,801

△68,64（

53,48f

70，0{7

△207，334

82,09〔

2，75〔

22,83f

6,967△1

6,037i
二

，
26：

△6，037

33,276;37,684:44,40f

40，279

消耗什器備鮎131,

ﾘｰｽ料420
斗斗険保

材料費

交|祭費

諸会費･負担金

減価償却費

経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

131,170

420，230

323，855

14,000

I．

当期経常増減額；"△雛汎4理．
2．経常外増減の部

(1)経常外収益

(2)経常外費用

当期一一般iE味財産増減額

…一般正味財産期首残高
･-･般正味財産期末残間

Ⅱ、指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残滴

ul.基金増減の部

I

。
■
Ｉ
●
８
０
５
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【(一社）宮城県臨床検査技師会平成27年度1

財産目録

平成28年3月31日現在 (単位:円）
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【財務諸表に対する注記】

＜重要な会計方針＞

①投資有価証券は取得原価で処理している。

＊経常費用について

②給料手当費,法定福利費,福利厚生費,光水熱費リース料,消耗品、消耗什器備品、
ては、従事割合(法人会計、公益目的支出(継続事業）各50％）で配賦した。

交際費につい

③通信運搬費（電話料金、ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ使用料、定期便発送代等）については従事割合(法人会計、公
益目的支出(継続事業）各50％）で配賦した。

④封筒等の印刷については従事害'l合(法人会計、公益目的支出(継続事業）各50%)で配賦した。

⑤賃借料については事務所賃借料を従事割合(法人会計、公益目的支出(継続事業）各50％）で配
賦した。

⑥諸謝金については税理士諸謝金を従事割合(法人会計、公益目的支出(継続事業）各50％）で配
賦した。

⑦経常費用のうち、会議費、旅費交通費、材料費については、各経費の使途から判断し、法人会⑦
計、公益目的支出(継続事業）に区分し直接配賦した。

＊貸借対照表について

⑧貸借対照表の投資有価証券(公社債投信)の当期増減額4，

-16-

903円は利息である。


